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問題概要 

𝑁 × 𝑁 の盤面 (𝑁 ≤ 1000) 

各マスにはアルファベット 

a b c d 

e f g h 

i j k l 

m n o p 



問題概要 

𝑄 回，正方形領域を回転 (𝑄 ≤ 2000) 

終了後の盤面を出力 

a b c d 

e f g h 

i j k l 

m n o p 

a b c d 

e g k h 

i f j l 

m n o p 



愚直な解法 (10 点) 

1. 二次元配列に盤面を確保 

2. 毎回，本当に回転する 

 

𝑂 𝑄𝑁2  時間，𝑁, 𝑄 ≤ 100 のセットは OK 

（デバッグ用にも便利なのでどちらにせよ実装するべし） 

 



高速な解法へのアイディア 

盤面を横向きと縦向きで列で管理 

列に適切なデータ構造を用いる 

a b c d 

e f g h 

i j k l 

m n o p 

a b c d 

e f g h 

i j k l 

m n o p 



高速な解法へのアイディア 

回転は付け替えるだけ 
(4 方向分管理しておくか，2 方向で反転をサポート) 

a b c d 

e g k h 

i f j l 

m n o p 

f g 

j k 



適切なデータ構造 ? 

列の split, merge と言えば… 

この問題講義でやったやつだ!! 



列の split, merge と言えば… 

この問題講義でやったやつだ!! 

適切なデータ構造 ? 

遅い!! 



平衡二分探索木を使うと… 

• 計算量 𝑂 𝑁𝑄 log 𝑁   

• 𝑁 = 1000, 𝑄 = 2000 → 𝑁𝑄 = 2 000 000 
 

• 数百万のオーダーに log がつくのはそれだけで緊張 

• 数方向について処理をするし， 

• 平衡二分探索木の定数も大きい 
 

…それで 2 秒はちょっとヤバイと見積もれる 









高速な解法 (100 点) 

ポイント 

一度に 𝑂(𝑁) はかけてよい 
 

 

 

アイディア 

実はリストでできる!! 



高速な解法 (100 点) 

右にも下にも行けるリストでやる 

数方向分持っておいて取り替えたり， 

入ってきたら次に出ていく方向を管理したりすれば良い 



高速な解法 (100 点) 

何故リストでも良い？ 

 

• むしろ，何故，平衡二分探索木を使いたかったか？ 

 → 切りたい場所をすぐ見つけられ，すぐ切れるから 

 

• でも，一回に 𝑂 𝑁  はかかっても良い 

– よって，切る場所を見つけるのに全体で 𝑂(𝑁) かかって良い 

– 切る場所まで端からたどることが許される 

 



おまけ: Xor-Linked List 

• 𝑝 ⊗ 𝑞 を覚えておけば，実は十分な事が多い 

– 𝑝 から来たら， 𝑝 ⊗ 𝑞 ⊗ 𝑝 = 𝑞 より，𝑞 がわかる 

– 𝑞 から来たら， 𝑝 ⊗ 𝑞 ⊗ 𝑞 = 𝑝 より，𝑝 がわかる 

• 領域が減るだけでなく，左右反転が容易にでき便利 

– 張り替えるだけで良い 

普通の Double-Linked List 

ポインタ 

𝑝 
ポインタ 

𝑞 

Xor-Linked List 

ポインタ 

𝑝 
ポインタ 

𝑞 

𝑝 と 𝑞 の両方を覚えてる 𝑝 ⊗ 𝑞 を覚えておく 



得点分布 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100


